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情報提供  

現在、飼料の世界的な高騰によって酪農家数の減少や技術の継承が危惧されており、

酪農のデータ利用による高度化・効率化が喫緊の課題となっています。 

そこで、国立大学法人広島大学（以下、広島大学）と日本アイ・ビー・エム株式会

社（以下、ＩＢＭ）は、2023 年１2 月 27 日付で、広島大学生物生産学部附属農場

（※１）を中心として共同研究を行うことを合意しました。 

広島大学生物生産学部附属農場では、大学の基礎研究成果を産業応用へと展開する

ことで Society5.0 に向けて畜産・酪農を新産業化して、アジア地域をはじめとした

世界に貢献することを目指しています。 

この度、本学の研究成果を通じて酪農に関するデータをＩＢＭと連携し、「酪農の

省力かつ効率的な生産性向上」に取り組みます。（別添参考資料参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【概要】 

  2024 年 1 月から生物生産学部附属農場の杉野農場長と島田生物生産学部長を

中心とした「畜産・酪農の研究を行っている教員、専門職員および学生」が、日本

ＩＢＭのコンサルタント、デザイナー、データサイエンティストら約 10 人ととも

に、酪農データ（日々の搾乳量や牛の行動データ、飼料を食べた量など）を使い、

牛乳の生産量・質、牛の健康などを向上させる環境構築や乳牛の最適行動を探索し

ます。そして、酪農の生産性が向上するかどうか、２週間に１度ペースでオンライ

ンミーティングを重ねながら、その最適行動の実証実験を行います。 

 

広島大学と日本アイ・ビー・エムが共同研究を開始 

酪農データ活用により酪農家を支援！ 

【本件リリース先】 
文部科学記者会、科学記者会、 
広島大学関係報道機関 

広島大学広報室 

〒739-8511 東広島市鏡山 1-3-2 

TEL：082-424-6762 FAX：082-424-6040 

E-mail: koho@office.hiroshima-u.ac.jp 



【背景】 

物質的な豊かさを実現し社会が成熟する一方で、食糧供給に不安定化や飼料高騰

を始めとする多くの社会課題が顕在化してきています。そのような中、急速な社会

経済環境の変化に対応し、安心安全で豊かな社会形成のために、研究成果の社会実

装や産学連携による新たな革新的技術の創出が大学等研究者領域に求められていま

す。 

  そのような中、広島大学生物生産学部附属農場では様々な企業と連携の環を広げ、

食糧問題をはじめとする多くの社会課題の克服に挑戦するため、企業との産学連携

の機会を増やしており、この度の共同研究へと繋がりました。 

 

【今後の展開】 

  酪農の生産性が向上する環境構築、乳牛の最適行動を標準化し、全国や世界に向

け、酪農の生産性を向上させる仕組みを提供していくことを目標に開発を継続する

予定です。 

  また、生物生産学部附属農場において、附属農場デジタルツイン構想の実現に向

けて学内での共同研究を推進しています。今後、多種多様な企業との連携を増やし

ていく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



https://www.hiroshima-u.ac.jp/seisei/about/fuzoku/farm




©2023 IBM Corporation

検証用アプリケーション（MVP, PoC）

デザインシンキング・ワークショップの実施とレポーティング

カスタムデモ 業務適用イメージの可視化


